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平成26年12月4日に新宿区立新宿歴史博物館
において開催された，文化財IPMワークショッ
プに参加させていただきました。IPMについて
は，文化財IPMコーディネータ資格取得の際に，
座学で学んではいましたが，いざ職場で実践しよ
うとするたびに，具体的な知識や技術が足りない
ことを痛感し，専門業者頼りになってしまってい
ました。今回のワークショップは，まさに求めて
いた体験型講習会で，虫・ダスト・カビの観察に
ついて，実践的に手法技術を学ぶことができまし
た。

最初に行われた「虫の観察」プログラムでは，
まず館内に設置された虫調査用インジケータを回
収するとともに，目視で他に虫がいないかチェッ
クを行いました。とても綺麗に清掃されていて，
インジケータにもあまり捕獲されていませんでし
たが，目を凝らして探すと，窓のゴムパッキンや
外への扉付近，カーテン裏などに虫の死骸が見つ
かりました。普段職場ではなかなか手が回らず，
清掃時に異常がないか確認する程度になってしま
いがちな目視作業ですが，その重要性と今まで自
分は十分注視できていなかったことを痛感しまし
た。
その後，回収した虫を肉眼・ルーペ・顕微鏡
それぞれで観察しスケッチを描き，その特徴を調
べて同定を行いました。顕微鏡を覗きながらのス
ケッチは，対象物と照らし合わせながら描くこと
が難しく，慣れるには相当の実践が必要だと感じ
ました。私が観察対象としたクモは，肉眼では色
が薄く太い触肢を持った丸いクモであるという程
度でしたが，顕微鏡で観察すると，全身が細かい
毛で覆われ，背中や関節部に黒い斑点があること
まで分かりました。中でも驚いたのは，触肢が鮮
やかな黄色だったことです。不思議なもので観察

を進める内に，虫が苦手な私の嫌悪感はいつの間
にかなくなっていました。
しかし講師の先生は，顕微鏡に頼りすぎず，肉
眼とルーペでも観察し「見る癖」をつけること，
写真を撮るよりスケッチを描くことで「特徴を掴
む訓練」をすることが重要であると強調されてい
ました。これらは手間をかけても身に付けるべき
IPMの基本であると感じています。

次に行われた「ダストの観察」プログラムで
は，まずダストのサンプリング方法の実演が行わ
れました。パイプ部分にゴース生地を取り付けた
掃除機で，1m×1mエリアのダストを採取する
方法でした。この方法なら，職場にある道具でも
簡単に実施できそうです。ダストがこぼれ落ちな
いように，ノズルヘッドを上に向けてから掃除機
を止めるなど，実演ならではのテクニックも学ぶ
ことができました。
採取したダストは参加者に分けられ，ダスト
の観察を行いました。ダストは髪の毛やホコリが
複雑に絡まっており，それをほぐすのに用いる柄
付針も割り箸で作製しました。市販のテキストに
は，なかなか掲載されていない技術だと思いま
す。そして顕微鏡を覗くと，やはり世界は一変し
ました。綿ホコリしかないと思っていたシャーレ
の中は，石やプラスチックの破片などがゴロゴロ
しており，その中を肉眼では全く気づかなかった
ダニやコクゾウムシなどが歩き回っていました。
改めて肉眼で確認すると蠢く存在を見て取ること
ができ，自分の観察力の拙さを再認識するととも
に，絨毯は虫にとって恰好の住処なのだと実感し
ました。これまでダスト検査はほとんど行ったこ
とがありませんでしたが，職場も絨毯の部屋が多
いため，これからは定期的に行う必要があると感
じています。
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また顕微鏡についても，基本的な取り扱いか
ら，方眼紙を敷くとサイズが把握し易いなどの細
かいテクニックに至るまで，大変勉強になりまし
た。安価な商品ではないので二の足を踏んでいま
したが，フィールド用の顕微鏡でも日々の観察に
は十分であることが確認できましたので，ぜひ購
入したいと思っています。

最後の「カビの調査」プログラムでは，付着菌
調査（綿棒拭きとり法）の実習が行われました。
普段カビの調査は専門業者に委託しており，調査
に立会いながら簡単な作業のように感じていまし
た。しかし実際に行ってみると，綿棒を回しなが
ら拭きとっていく動作が非常に難しく，力が入り
すぎてしまったり，同じ箇所を何度も拭きとって
しまったりと苦労しました。培養には時間がかか
るため，今回はすでに培養されたカビの培地が用
意されており，数種類のカビを見比べることがで
き貴重な体験となりました。ちなみに，私は用意
されていた「有害生物防除辞典」の表紙を拭きと
り，培地を持って帰りましたが，数日後見事にカ
ビが発育しました。見せていただいたカビのサン
プルとは似ても似つかない状態となっており，カ
ビの同定の難しさを知りました。また，このよう
な普段使いの本にも，当然のようにカビ菌が付着
しているのだと危機感を持ちました。
その他，様々なカビ調査方法もご紹介いただ
き，中でも簡易迅速法として「ルミテスター」を
体験しました。カビの量は測定できないそうです

が，数秒で結果が出る非常に簡単で便利な方法で
した。職場でもカビ対策については，いつも頭を
悩ませているところで，一つの目安として活かせ
ないかと考えています。

今回のワークショップでは，基本的な技術から
細かいテクニックに至るまで，テキストだけでは
分からなかった部分を学ぶことができ，実践への
大きな自信を得ることができました。一方で，サ
ンプルリングや観察の技術などは，一回では習得
できず繰り返しの訓練が必要であること，カビの
同定など自分で行うのが困難な作業もあることを
実感できました。今回学んだことを生かして，専
門業者の力を借りつつも，日々できることから自
分たちで実践していきたいと思っています。
また，講習会の合間には，三浦先生をはじめ講
師の先生方や，同じ班になった受講生の皆様に，
当時悩んでいた燻蒸薬剤選定や湿度管理につい
て，色々とご助言をいただくことができました。
IPMに携わる方々とお会いできる機会は普段な
かなかないため，非常に貴重な時間を得ることが
できました。
今後もこのような講習会に積極的に参加させ
ていただき，IPMの知識・技術の向上と，交流・
意見交換に努めていきたいと思っています。
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